
H１９年本試験 ドキュメント 
                        
 
Am6:25 目覚ましより早く起きる。昨夜は少し早く寝たので眠たくない。ご飯食べて用意をして 7:30

に出発。 

 

Am9:00 試験会場に到着！丁度まりもさんよりメールが来ていたので返信。・・・ってか試験会場一番

乗り！『誰もいやへんし・・・張り切りすぎか？』でも、去年とは違う。明らかに落ち着い

ている。自分に言い聞かせなくても落ち着いているのがよく分かる。そのかわり『俺はやっ

てきた。誰よりも頑張ってきた。１００点は目指さないけど合格ラインには乗ってやる。』と

独りでブツブツつぶやきながら体操をしてみた。 

 

Am10:00 今年一緒に勉強してきた K 氏登場。 

たけぽん（以下、た）：ってか、おそいやん。 

K 氏（以下、K）：そーなんすよねー。道込んでて最悪っす。 

た：そういや、おがぽんさんが不安だったらメールしてもいいって言ってたで。 

K：マジ？じゃー落ち着いてるけど電話しよ。 

た：ええんか？まー迷惑な世話掛けっぱなしの二人組みなので許してくれると思うけど・・・。

そのあともしばらく電話は続く・・・（笑） 

その後、バナナを食べひとしきり騒いだあと教室に向かう。 

 

Am11:00 教室でそろそろ緊張の糸を張る準備。ずーっと俺はできる。やってきた。サポーターの皆さ

んや自主勉メンバーのおかげでここまでこれた。 

     もう自信過剰でもいい。この教室の誰よりも俺は頑張った。そう言い聞かせて右手を握り締

める。色んな思いが湧いてくる。・・・同時にだんだん緊張の糸が張ってくる。やっぱり緊張

していても今年は変に冷静になっている。良い意味でいつもの自分じゃない。 

 

Am11:25 課題文等が配られる。試験官が作図用紙を表に配ってくれたおかげで、確認したいことがひ

とつできた。『ん？１０、１０・・・じゃない。5 マスずつ区切っていて４列×2 行の計４０

マス。・・・いつもと違う。この要点（主旨）のせいか？』 

     今日はとりあえず置いておこう。 

     要求図面は３平面、断面、面積表、要点の主旨。主旨は去年書いたしおおよそ想定の範囲内

やね。ただ、なんか細かいこといっているな。とりあえず後回しにしよう。 

 

Am11:30 鐘が鳴る。ストップウォッチを押す。しっかり動いているのも確認。 

     さて、イメージしよう。どんな施設を求めているんだろう？ 



     子育ての機能は情報提供や相談等。親同士の交流と子供の遊び場の提供が目的。 

     コミュ系は地域住民対象。サークルや交流の機能が目的。あと、子供をもつ親が子育て部門

に子供をあずけて施設を利用するやね。 

     ふんふん・・・。お！発見。『施設を利用する子供に対する安全の確保の・・・・。』 

     というか、今回の計画上の求められている事項は主旨と具体的にリンクしてるな。 

     主旨を甘くみたら今年は痛いかも？ 

   

     部門構成と所要室構成をさーっと確認。施設全体では時間のククリと一部上下足の意識。 

要求図面に行くと３平面やね。もうわかってるで。お？子育ての裸足ゾーンに斜線。注意

やね。屋上庭園もあって広場もある。断面はプレイルーム切断。基礎必要。ちっめんどく

さいな。とにかく忘れないようにエスキス用紙にチェック。 

 

今回はなぜか要求図面を先にみたので敷地をイメージ。 

ショッピングセンターがあって屋外平面駐車って特記のある駐車場があって遊歩道を挟ん

ででっかい川もあって公園もある。駐車場は車で塞がれていないイメージ。・・・ん？方位

が珍しい方向に振っているな？というか敷地ちっちゃ！！！こりゃボリューム確保を意識

していかないと凸凹ボリュームは辛いかも？というか良い敷地やん。おいしいな。H７み

たいなイメージに似ているかな？２A かつ３５ｍ道路斜線は１００％クリア。 

      

     次、建築物。建蔽率・容積さほど問題なし。ターゲットも計算して７×７スパンで各層１５

G？やっぱ小さい。なんかスカスカやな・・・。え？設備・構造が適切に計画？ということ

は S でも SRC でもいいってことか？そういや要求図面に DS がなかった。そういうことか。

EV まで適切かー。でも図書室があったから SEV はあったほうがいいね。 

     駐車場も BP も特段変ってない。でもゴミ置場の面積が無い。逆にラッキーやね。好きに出

来る。 

     広場からみは・・・噴水広場。５ｍ円内接。樹木も計画するんやね。 

     屋上庭園は２・３F の平面に必要と。パターン出し要素やね。和室と川が条件で・・・。 

      

     でわ、まとめのイメージ。ちっちゃい敷地に３F 建て、B1 無し。広場と屋上庭園があって子

育て部門と文化・教養部門と共用・管理部門の構成。構造はおまかせで設備計画もお任せ。

時間のククリと履替えの意識が必要。 

     注意が噴水広場は施設利用の子供が使うから外部からのアプローチは NG。屋上庭園は施設

利用者が自由に利用。・・・普通の建物やね。 

      

     じゃここからペンをもって再度確認。エスキス用紙にまとめて簡単な断面イメージも２つ書

いた。ここでスタートから約３０分経過。うん、いつも通り。 



 

     じゃ、所要室などからプログラム図を起こそう。受付ホール・・・ホールやで。大きめにね。

プレイルームがキングで色々書いているね。ん？採光と通風に配慮・・・まてよ。イメージ

では南やけど H１５の屋内駐輪場を考えたら採光→法規。日照→理想は南やったな。という

ことは南に引っ張られる必要は無いね。少し指定はあるもののまとめてボリュームを確保す

ればいけそう。 

     次、文化・教養部門。 

     図書室と集会室と音楽スタジオ・実習系色々。忘れるな。静と動のククリは重要やで。って

か図書と音楽は少なくとも NG。あとは・・・実習系と集会室がどうククルかやな。 

     共用管理部門。 

     エントランス・展示ホール・管理事務室・職員控室・電気機械室・・・・えーマジ？MR が

適宜や・・・。しかもこっちに判断委ねてる。こりゃすごい。 

     とりあえずイメージとしては１５０～２００㎡くらいで MR は予定しよう。 

   

     プログラム図をまとめて大きな部門ごとのプログラム図も作成。チェックしてつながり条件

も確認。ホントに軽くやけど断面イメージ（？）書いておこう。ざっくりながらプログラム

図で各部門のボリュームが掴めたし条件もウラ指導の課題より少ない感じ。ってか今年の俺

は冷静や。焦っていないわけじゃないけど自分を見失ってない。 

    断面のコマボリュームをざっくり追う。まずは楽して屋上庭園３F パターン。２F がちっちゃ

いな。吹抜け天井高さ指定のせいやね。３F は苦しかったらキャンチで１００㎡確保は出来

る。 

    じゃ次、建築可能面積の検討。 

    これは痛い目見たからしっかりしないと・・・。 

    とりあえずブルペンを追ったら４４×２２の約２０コマ・・・。ちっちぇ～。７×７スパンで

計画したら勿体無いな。４４ｍ幅は無駄に出来ないな。偏スパン入れてでもしっかりボリュ

ーム確保しないと・・・。 

    というより、広場きつくないか？このコマから条件の広場の面積を取ろうとすると１F やばそ

う。とりあえず、階振りしてみようか。 

    展示ホールは１F が理想やけど、とりあえず仮で。子育ては１F でククル方がベストやね。っ

てか、２・３F のククリが何かうまくいかへんな。図書と集会はまだいけそうやけど、３F

和室と図書だけって言うのはどうかな？この和室がかなり違和感ある・・・。 

 

    ・・・・ここでしばらく頭の中でククリについて自問自答する。・・・・ 

 

    いいのか？大丈夫か？図書と音楽は喧嘩する。調理と工作と音楽は大丈夫。集会は？育児講座・

サークル活動・・・うるさいか？しずかか？待てよ。講座で１２０㎡それなりの大きさやん。



結構うるさいかな？この課題ここで別れ目になりそうやぞ。ここだけは慎重に・・・。 

 

    階振り式をほどほどにして、いつまでもやらないでおこう。国語力的思考で出来るはず。ここ

でスタートから約６０分。本当にいつも通り。怖いくらいに冷静で引いて見ている。大丈夫。

今日は大丈夫。 

 

    ここからゾーニングのパターン出し。まずは敷地の有効利用と建築物のボリュームを整形にと

って北東広場パターン。管理は西で Ok。子育ては１０G くらいかな。コレならエントラン

スも MR も綺麗になるね。 

    ２・３F は図書を３F にして構成。屋上庭園は共用部から出入りしないと自由に散策できない

から注意。和室を実習系でククルと２F か・・・・。となると３F は結構緩いか？２F やっ

ぱきついな。一回トイレいって手でも洗ってもう一回パターン考えてみよう。・・・トイレに

行く。・・・ 

     

    さて、どんなパターンで行く？広場南東タイプ。ってか絶対整形に取らないと各階苦しいで。

待てよ。みんなどう考える？子育てを南＆公園に行くと絶対ボリューム構成が苦しい。どー

考えても各階しんどそう。広場と子育ては北でいいか？本当にええんか？もう一回課題文読

んで南に引っ張る文章探そう。無ければＯＫ。２回読んでも南に引っ張る文章はない。それ

より子供の安全が重要。イメージ決め打ちの受験生は南に引っ張るかもな、公園への誘惑は

甘いぞ。つられたらＮＧやな。ボリューム構成に影響ありそう。 

     決め打つわけじゃないけど、北パターンで続行させてみよう。あれ？２F 入らん。３F もな

んか変や。っていうか、図書と音楽室が丁度良いボリューム構成になっている。これって引

っ張られたらオジャンやね。意地見せろ！この誘惑は甘いぞ。乗った瞬間 NG やぞ。でも入

らない。和室は庭園とセットやし、実習として和室をククルと図書と音楽が一緒になる・・・。 

     なんとかならんか？まりも師匠ならどうする？考えろ・・・。客観性がないとあかんぞ・・・。

ある意味括り方次第では２・３F をひっくり返すのもアリか・・・。 

     理想は上階に行くにつれ静かになるのがええな。   

 

     ってか、よく考えろ。和室の使い勝手は華道・茶道。実習は実習やけど静かなイメージとち

ゃうか？しかも面積小さいしそんな大したこと出来ないのでは？となると和室だけ離して図

書とククっても OK かな？ 

     １F に戻ろう。まずは子育て。大きい部屋から配置して受付ホールはこんなんかな。まーな

んとかなりそう。 

     ＭＲは２００の予定やけど、決め打つな。こういうときはぐーーーと引けよ。 

     そうや。子育ては裸足で利用・・俺は裸足系。この課題向きやん。いけるで。 

     （とにかく訳解らず変なことを言って引こうとしている。） 



     展示ホールは予定通りの位置でいけるね。２F の吹抜けの不整合も OK.。まーいけそうかな。 

     再度戻って２・３F。和室の答えはどうやろ？判断難しいかも知れんけどいけると思う。そ

れでザーッと入れ込んだ。 

    

     チビコマで２．０ｈ・・・早いペース的には充分やね。じゃ正確に１／４００起すか。チェ

ックは面積要求だけ抑えてコアなどのｖｏｉｄもチェック。よし行こう。 

     １／４００に下書き線を書く。柱を打つ。まず１Ｆ。子育てから・・・。 

     大きな部屋から入れ込んで受付ホール・・・受付ホール！？狭いぞ？ベビーカー置場１０㎡

とったら相談室取れない・・・。やべ・・・ミスった。何とかなるか？色々考える。 

     いつの間にかこの時点でスタートから２：４５経過。 

     

     えー２：４５超えた！ヤバ！どうする？倍コマに変更か？いや・・・プランが出来ていない。

倍コマも意味がない。主旨もあるしこの辺で大きく決めないとヤバイ。２・３Ｆはとりあえ

ずこれで進めてもいけそうやね。１Ｆは子育ての受付ホールと雑魚だけ。考えろ・・・！ 

 

Pm２：３０ 現状では 1F の子育て部門のプランが固まっていない。プレイルームと倉庫・育児交流室が

何とか決まっている状況・・・。2F は一応決まっているが１F に決めた展示ホールの吹抜け

の影響により大きく変わる可能性アリ。3F は和室と図書室だけの構成で少し気持ち悪いが仮

決定。 

      「いけるか？この状況で描けるか？・・・悩むな。描くしかない。迷うなら描け。・・・」と

自分に言い聞かせる。はっきり言って決まっているのはエントランスとコアの位置くらい・・・。

たった一つの吹抜けで２F が大きく変わる。 

      主旨の文章も考えるとチェック込みで２：３０は掛かるだろう。戻る理由はなかった。ブル

ペンのセットバック３ｍずつ。ファサード側に９ｍのセットバック。あとは 44ｍ×21ｍのボ

リューム構成・・・。この状況は去年と似ている。いやそれよりひどいかも。でも何故か冷

静。一瞬おがぽんさんのドキュメントがよぎる・・・。 

 

作図開始・・・。 

      寸法線・柱をとりあえず書く。スパンはもう引き戻れない。あとは押さえ込むだけ。エント

ランス・事務室・各コアを各階に落とす。１Ｆは半分以上未作図の状態で２・３Ｆの躯体を

描く。庇のチェックも大丈夫。上下不整合はない。ストップウォッチすら見る余裕はない。2・

3Ｆを描きながら 1Ｆプランを同時進行でイメージする。 

      おそらく 2Ｆは消すことになる。でも未完成はできない。悩むことは許されない。2Ｆも躯体

を描く。 

      ここから普段は文字入れ・・・。ただいつもと違うのは 1Ｆに文字が書けないだけ。2・3Ｆ

は各室名と面積を描く。まだ１Ｆプランは浮かんでこない・・・。 



      自分の中で自分に言い聞かせる。「ふざけんな。諦めるわけにはいかんやろ。今までやってき

たやんけ。」・・・「まりもさんならどうする？この瞬間をどう切り抜ける？・・・降りてこい。」

ほぼ神（まりもさん）頼みというか神すら引きずり下ろそうという状況・・・。（まりもさん

すいません。） 

      と同時にエスキス用紙を持っていた。「焦んな。ここが引き時。最後の山場。諦めるな。」チ

ビコマで 1・2Ｆのスケッチをする。・・・子育て部門を納めるしかない。けどこのままじゃ

受付ホールではなくて受付廊下になってしまう。ボリュームが足り無い。方法は一つ、２Ｆ

をほとんど消すことになるけど 1Ｆの展示ホールの吹抜けを１コマ西にずらす。それで 1Ｆは

何とかなりそう。ＭＲは７０㎡くらいになるが上手く主旨を使おう。でも、2Ｆは集会室が正

形に取れない。横長になる。したくない・・・。これは犠牲にはならない。ただ全体構成は

守れるかも・・・。まともな判断が出来ない状況だった。あとは集会室のプランを考えるだ

け。決めた・・・やるしかない。 

      おそらくこの段階でスタートから３時間半は余裕で過ぎていたと思う。 

 

      まず 2Ｆを８割方消した。残りはたぶん２時間弱。後ろにいた試験官が見てビックリしてい

るのが分かった。1Ｆもほとんど出来ていない。まず子育て部門を強引に納める。冷静だった

かどうかは思い出せないけど、主旨とリンクするようなプラン構成を意識していた。国語力

をやってきてよかった。これならパズルじゃない。 

      勢いで 1Ｆの躯体を仕上げる。次に消えた２Ｆの躯体の作図。吹抜けの位置を確認して柱を

復元。コアを描き調理実習室・工作室・音楽スタジオ・集会室・・・。なんとか描いた。時

間を見る余裕は全くない。ただ俺は誰よりも作図は早い。コレは確実に武器になっている。

「信じろ！」って言い聞かせる。 

      1・2Ｆの文字を描く。各所要室名・面積は大丈夫。間違っていない。3Ｆも少し変更したので

描き直す。 

      残るは外構と断面と主旨。時計を見る余裕はもちろんない。外構を最低限で先に仕上げる。

勢いで植栽を少し描く。タイル目地はない。 

       

      断面図に取り掛かる。プレイルームを楽して切ろうとすると 3Ｆが無い。短辺方向の切断を

諦め手間やけど長辺方向を切る。断面の不整合だけはしないように。焦るけど落ち着こう。

これで大きいミスは情けない。 

      断面図を描き終えてストップウォッチを見る。ストップウォッチのデジタルは 4：45 を刻ん

でいた。 

      え？残り 15 分？（・・・そう僕は間違っていました。噂には聞いていたけどこの時の僕はス

トップォッチと時計を勘違いしていました。） 

      主旨を書き始める。子供の安全に関しては完全では無いにしてもストーリーを意識してプラ

ンをしたので困らなかった。設備方式ついて受験生は１００パーセントの主旨をかけるヤツ



はいないだろう。今年なら少々間違っていていても許されるか。 

      環境負荷？・・・薄層緑化で逃げよう。とにかく書き切った。ここでストップウォチを見る。 

      マジ！？5：10 って・・・。間違ってた。でもラッキー。残り２０分。チェックと集会室の

プランのどちらを優先させるか。チェックを選ぶ。各所要室の名称・面積と指定条件の確認。

もちろんその他の施設も確認。チェックをする。どれもじっくりは出来なかった。本当に軽

くだけしか出来なかった。 

      残り１０分弱。集会室のプランを考える。２案浮かぶ。一つは最良のプランだがスパン構成

から変えるので絶対に無理。もう一つ、集会室と３Ｆの屋上庭園を修正するパターン。面積

表も変わる。どうする？やれるか？もし出来なかったら未完成はないにしても所要室の抜け

でランク４は確実。俺はランクⅠしか必要ない。・・・残り 10 分弱での修正をする勇気はな

かった。出来なかった。集会室が・・・。その分チェックしよう。面積を触ったので再度チ

ェック。大丈夫！延べ面積 2000 ㎡に対して 2077 ㎡と面積を確認した瞬間。 

 

      「チリ～ン、チリ～ン。」聞き覚えのある鐘が鳴った。「はい。やめてください答案用紙を集

めます。」と聞こえた瞬間。一番最後の席だった俺から図面を持っていかれた。 

 

      終わった。この１０ヶ月間が終わった。最高に楽しかったけど苦しかったこの１０ヶ月。何

も分からなかったあの時からここまでやってこれた。常に追い求め、自分なりに答えを手に

入れた。自分で言うのも良くないけど人一倍やった。それは自信がある。今日も３時間経過

の状態から良くここまで出来た。息を吐いた瞬間、急に力が抜ける。普段作図中に振り回す

製図板が妙に重たい。机の上に散乱していた消しゴムのカスが今日の５．５時間を物語って

いた。 

 

      その時、電話が鳴る・・・。「あっ！まりもさん。」色々電話で話した。課題文の状況も話し

た。というか、すごく心配していてくれたことが伝わる。実は半泣きでした。そのあとおが

ぽんさんとも電話ができた。今年僕を応援していただいたウラ指導の講師の方々やサポータ

ーの方々、共に切磋琢磨してきた自主勉メンバーや全国各地で共に頑張った仲間と建築を勉

強できたことに感謝しています。そんな気持ちで試験場を後にしました。 

       

 

                              H19.10.14 本試験当日 たけぽん     
      

 
 
 


